
 

 

 

今日の中山は昼前まで本降りになる見込み。 

土曜日までは超高速設定でしたが、この雨で 

どのような馬場が出現するのか予測不能です。 

 



重視したいのは、非根幹距離実績と 

ウエット路面での好走実績を兼ね備えた馬。 

 

 

【予想見解】 

 

◎１１番チャックネイト 

父：ハーツクライ（Ｔサンデー系） 

母父：ロベルト系 

祖母父：キングマンボ 

 

２２００ｍは５回走って全て３着以内。 

ドライ・ウエット、馬場の軽重関係なく力を出せるタイプ。 

 

前走のアルゼンチン共和国杯は、直線でゴチャつき 

他の馬と再々ぶつかりながらも、東京２５００巧者の 

マイネルウィルトスと同タイムの３着に健闘。 

 

得意の２２００ｍに替わる事と、 

３着以内率１００％の休み明けでの参戦で 

高齢馬のマイネルウィルトスより上積みを期待出来ます。 

 

また、鞍上のキングＪは、中山芝の複勝率６１.５％、 



複回率３１９％と言う中山巧者でもあります。 

 

２２００ｍは初めてですが、内回りコースよりも 

外回りコースの方が圧倒的に成績が良く、 

ここも上手く乗ってくれるものと考えております。 

 

 

○２番クロミナンス 

父：ロードカナロア 

母父：マンハッタンカフェ 

祖母父：トニービン 

 

一見、短距離牝系に映りますが、 

母の半兄フラガラッハ（父Ｐサンデー系）は 

中山２２００ｍ重賞で、毎回追込みがわずかに届かず 

僅差の４着、５着を繰り返していた「隠れコース巧者」 

 

本馬の母は非根幹の代名詞マンハッタンカフェ産駒ですから、 

フラガラッハよりも、２２００ｍ適性の高さが見え隠れしており、 

本馬の脚質を考えると、叔父さんがわずかに届かなかった 

着差を埋めて見せる可能性は十分にあると思います。 

 

既に７歳を迎えましたが、キャリア１０戦と馬が若く、 



３戦３勝のルメール殿とのコンビも心強い限り。 

 

先行馬がほとんどいないメンバーで、 

内枠に入りましたから、恐らくは好位に付けて運べるはずで、 

当コースで先行出来た時のルメール殿は複勝率８０％！ 

 

 

★８番シルブロン 

父：トーセンジョーダン（トニービン系） 

母父：サンデーサイレンス 

祖母父：ヌレイエフ（欧ＮＤ系） 

 

父は当レースの勝ち馬。 

半兄メールドグラースは、１８００ｍと２２００ｍは着外がなく、 

豪州のＧ１ホースでもある「非主流巧者」でございました。 

 

近走は集中力が続かないと言う課題を抱えておりますが、 

順調に使えておらず、３戦連続で休み明けでの出走であった 

事も原因ではないかと想像しております。 

 

今回はようやく通常のレース間隔での出走となり、 

また、距離を詰める事で集中力の維持も期待出来そう。 

 



 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連単３頭ボックス 

１番・２番・１１番 

 

３連複フォーメーション１９点 

１１－１・２－総流し 

 

くまもん馬券 

複勝８番 

 

馬連・ワイド・３連単３頭ボックス 

２番・８番・１１番 

 

３連複フォーメーション１９点 

１１－２・８－総流し 


